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ふるさと寄附金の寄附件数 維持

成果 上げる

中野市への移住を促進させるために空き家バンクの登録件数の増加に努める。

成果指標と目標値
を設定した理由

中野市を知ってもらい、イメージアップにも繋がるため（寄附金）、また移住希望者の定住に
繋がるため（空き家バンク）

平成31年度の
実施方針

重点的に実施 活動量 増やす コスト 維持する

成果 5 件 2 件 －
空き家バンク登録件数 増加

目標

成果 14,559 件 件 －

目標 22,000 件 20,000

5 件 5 件 10 件

件 16,000 件

総事業費　Ａ＋Ｂ 円 93,671,884 108,479,880 94,879,880

市民１人当たりコスト 円 2,169 2,536

人件費　Ｂ 円 5,223,690 5,275,880 5,275,880

2,218

成果指標　アウトカム 方向 平成29年度 平成30年度 平成31年度

イ
ン
プ
ッ

ト

事
務
事
業
コ
ス
ト Ｈ31は予算額 一般財源 円 1,728,194 3,262,000 3,639,000

市債 円

その他特定財源 円 86,720,000 99,942,000

正規職員数 人 0.81 0.82 0.82

県支出金 円

決算（見込）額　Ａ 円 88,448,194 103,204,000 －

財源内訳

国庫支出金 円

85,965,000

補正予算 円 －

合計 円 154,799,000 103,204,000

項　　目 単位 平成29年度 平成30年度 平成31年度

対象（誰のために) 意図（どのような状態にしたいのか）

市外の人 中野市の知名度向上及びイメージアップが図られる。

現状・課題

予算額

当初予算 円 154,799,000 103,204,000 89,604,000

89,604,000

IT時代に対応するため、SNSを活用した情報発信を実施し、中野市をPRする必要がある。

市が行う理由
及びその根拠

その他 来市者の増、地元産品の販売増

事務事業概要 SNSを活用した情報発信を行うための体制やシステムの整備を行う。

平成31年度
の活動指標
アウトプット

活動内容 活動量

Facebookを活用した情報発信

Instagramを活用した情報発信

予算
体系

会計 一般会計 実施計画

款 ７款 商工費 計上

項 １項

目指す姿

目 ４目 国際・都市間交流費 平成27年度 平成33年度

政策 05 観光・交流の振興 係 観光交流係
総合
計画
体系

基本政策 3 にぎわいと活力あふれるまちづくり 課・室 営業推進課

施策 03 移住支援と情報発信 内線電話 259

商工費 実施期間

事務事業名 故郷のふるさと情報発信事業
目標設定日 平成31年3月1日

部・局

事務事業マネジメントシート（平成31年度目標設定） 事務事業№ 050317

経済部



移住支援事業

ふるさと寄附金事業

活動内容 ４月 ５月 ６月

空き家バンク事業

ＳＮＳによる情報発信事業

平成31年度　業務スケジュール

１月 ２月 ３月

シティセールス事業

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

経済部

課・室 営業推進課

係 観光交流係

事務事業名 故郷のふるさと情報発信事業

部・局

申請、受付、登録（随時） 

空き家活用相談会 

首都圏、中京圏、関西圏等における本市及び本市特産品のＰＲ活動(随時) 

ＳＮＳ（facebook、instagram）による情報発信（随時） 

移住相談（随時） 

移住セミナー(ふるさと回帰支援センター)、移住相談会(銀座NAGANO) 

空き家活用相談会 

寄附申込受付、寄附金(クレジット)納付事務、特典の送付(随時) 

チラシの送付(随時) 

の開催 


